















































頂心観世音菩薩大陀羅尼経』と命名している 9 。この写本は、 2 頁16行が
残っており、右の残葉の上には2101号とある。この中で左には 5 行がある
















































































































　（ 5 ）西夏語Or.12380-0050（K.K. II.0283.ggg）の残経について、刊























　（ 6 ）西夏語Or.12380-1099（K.K. II.0244.g）残経について、刊行者

















































る残葉であって、両者が一連のものではなく、間に 7 ～ 8 折分の差がある
ことがわかるだろう。
　（ 8 ）西夏語Or.12380-2944（K.K. II.0265.e）残経について、刊行者
は『今号般若波羅蜜多経』と命名している22。刊本の蝴蝶装であり、各頁
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 　Е. И. Кычанов. Каталог тангутских буддийских памятников. Москва : 







































































































56　Е. И. Кычанов. Каталог тангутских буддийских памятников. Москва : 
Университет  Киото. 1999г. стр. 467-471.
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A Research of Tangut Fodingxin 
Avalokiteśvara Sutra
CUI Hong fen





Chineseedition, and forman integrated threevolumesedition.Basedon
translationandinterpretation,thearticlemakestextualresearchofFodingxin 
Avalokiteśvara Sutra throughoriginof theTangut fragmentarysutras, the
waysof introductiontoTangutandthetimeofthetranslation,anddrawsa
conclusionthattheapocryphaisintroducedfromHexiregiontoTangut,then
translated intoTangut during the emperorQianshun andRenxiao.The
contextof itmainlyaccording toQianshouqianyan Avalokiteśvara Dharani 
translatedbyZhiTonginTangDynasty,Qianshouqianyan Avalokiteśvara Lao 
Dharani translatedbyPutiliuzhi inTangDynasty andQianshouqianyan 
Avalokiteśvara Guangdayuanmanwuai Dabeixin Dharani translated by
















































































































































かの「 2 号・ 3 号・ 4 号の『大方広仏華厳経』巻第24、26、51は唐・実叉
難陀の訳であり、各紙は28行、一行15字で、上下に二重の枠線がある」。
竺沙雅章は、「これまで宋代に一行15字がある蔵経は発見されていない。
このため、これがどの蔵経の零本であるのかを確定することができない」
と考えている。
　宋においては一行15字の版式の仏教経典は発見されていないが、黒水城
出土の西夏語と漢文文献においては、逆に数多くの一行15字の残経があり、
また装幀の方法も非常に豊富である。ロシア所蔵黒水城漢文文献には西夏
刻本巻軸装『華厳経』（TK-88）（各紙28行、一行15字、上下に二重枠、潢
楮紙）が遺っており、応県木塔の 3 つの『大方広仏華厳経』（唐・実叉難
陀訳、各紙28行、一行15字、硬黄紙）と、上下に二重の枠線あるという版
式が非常によく一致している。さらに紙も基本的には一致している。
　黒水城出土の漢文『華厳経』は潢楮紙であり、遼代応県木塔は硬黄紙で
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あるが、紙に潢が入ったら硬黄紙になる。伝世文献の記録では明らかでは
ないけれども、出土文献は遼と西夏の関係を十分に説明しているのである。
　 5 ．『仏頂心大陀羅尼経』は中国人が編纂した偽経と見なされており、
サンスクリット語を参照することについては現実的ではないだろう。
